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• 日本女子大学 メディアセンターは、情報環境を整備・運用し、教育・研究・学習の支援を行う中核組織

• メディアセンターの業務としては、以下の３つに大別できる。
①ICT機器・設備管理   ：教室・コンピュータ演習室設置機器管理
②教学・学修システム運用 ：manaba、JASMINE-Navi（UNIPA）、Microsoft365 等
③各種申請・窓口相談 ：機器貸出、プリンタポイント申請 等

１．日本女子大学 メディアセンターの役割
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①ICT機器・設備管理 ②教学・学修システム運用 ③各種申請・窓口相談

学習管理システム（LMS）

学生ポータルシステム

オフィスツール

コンピューター演習室

．．．

Wi-Fiに接続できません。
manabaにもログインできません。。。
PCも貸してほしいです。



• 学生対象とした窓口対応件数の内訳として、約3割がICT機器貸出の相談

• 学生の要望に応じ、機器レンタルサービスを提供

１．日本女子大学 メディアセンターの役割
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機器貸出
３０％その他

問い合わせ
49％

申請類
21％

対応件数：約370件／月
機器貸出件数：約110件／月

メディアセンター窓口対応 機器レンタルサービスの物品例



２．機器レンタルサービスの従来運用（概要）
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• 職員立ち会いで、学生のICT機器の貸出・返却手続きをAccessにて実施

• 学生は、連絡先や借用機器など情報の手入力が必要

従来の機器レンタルサービスのフロー 貸出登録ツール



２．機器レンタルサービスの従来運用（課題）
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学生が貸出登録ツールへ手入力により、誤入力や未保存が発生
⇒返却登録時の整合性確認、未返却学生への連絡が滞るなどの支障

【課題①】データ不備

・職員の立ち合いが必須
・借用機器の貸出から返却までの全7ステップに平均5分／件
⇒他の問合せに来た学生は対応を受けられず、待機状態が発生

【課題②】対人負荷

「職員業務の効率性」「学生サービスの利便性」に影響



3．機器レンタルサービスの新運用（概要）
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• 従来運用の課題解決のため、機器レンタルサービスを学生によるセルフ型運用に変更

• セルフ型運用に際し、クラウド型資産管理システム（Assetment Neo）を導入

• タブレット端末に学生証バーコードと機器のQRコードの読取のみで手続きが完了

新運用の機器レンタルサービスのフロー
セルフ型機器レンタルサービス機材

学生証バーコード

機器のQRコード

セルフ型機器レンタルサービス用端末



ユーザー情報
資産情報

貸出履歴

４．機器レンタルサービスの導入効果（運用最適化）
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■サービス管理の最適化
学生情報をタイムスケジューラーにより日次バッチ実行で資産管理システムに
自動登録する仕組みを構築。

• セルフ型機器レンタルサービスに変更により、職員の運用工数を年間約３７３時間の削減

• 一方で、クラウド型資産管理システムの新規導入による運用工数が増える課題が発生

• 上記課題に対し、クラウド型資産管理システムのユーザー情報を、学園基幹システムと
ユーザー情報管理システムにより自動連携し、運用工数もゼロ化

・学生証のバーコード番号
・卒業・除籍日

Active Directory
・氏名
・学籍番号
・メールアドレス

自動連携



４．機器レンタルサービスの導入効果（サービスレベル向上）
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セルフ貸出サービスの利用件数（月平均） セルフ型機器レンタルサービスの満足度*

*利用状況で「ほぼ毎日」または「週に数回程度」と回答した学生を対象。

• セルフ型機器レンタルサービス導入後のサービス利用件数は、前年比の約5.4倍

• また、セルフ型機器レンタルサービスの利用学生へのアンケート調査では、約８割が満足
と回答

非常に満足
４９％

５．４倍

満足
３２％



４．機器レンタルサービスの導入効果（サービスレベル向上）
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■学生からのサービス評価

要点 代表コメント（抜粋）

手続きの即時性・手軽さ
「学生証があればすぐに簡単に借りられる」
「誰とも話さずに借りられるのが良い」

学修継続の下支え
「PCを忘れたときに助かった」
「修理中も課題ができて助かった」

要点 代表コメント（抜粋）

場所・時間の可用性
「貸出拠点まで行かないと借りられない」
「返却時間が早い（5限で使用ができない）」

初回導線・認知
「存在も利用方法も知らなかった」
「借り方が分からない」

肯定的評価

否定的評価



5.まとめ
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【課題】手入力によるデータ不備/職員立ち会いによる業務負荷・学生サービスへの影響
→クラウド型資産管理システム（Assetment Neo）を導入
    タブレット端末に学生証バーコードと機器のQRコードの読取で完結するセルフ型へ

新運用による課題解決

・貸出件数が前年比約5.4倍
・サービス満足度が高頻度利用学生の8割が高評価
・ユーザー情報の自動連携を実現し、運用工数を年間約３７３時間の削減

導入効果

・運用条件の見直しによる可用性の向上
・サービスを必要とする学生が迷わず・すぐに使える環境を強化

今後の展望
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